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ねんきん定期便  ＆ ねんきんネット  で

将来の公的年金額をチェックしよう

DC加入者の投資教育に役立つ

特定社会保険労務士　綱川 揚
よう

佐
すけ

氏

毎年誕生月に届く 
「ねんきん定期便」は役立つ

　厚生年金や国民年金の加入者に
は、毎年誕生月に「ねんきん定期便」
が送られてくることをご存じだろう
か。ねんきん定期便には、その時点
で計算された将来の公的年金額が書
かれている。公的年金加入者自らが
アクションを起こさなくても毎年自
動的に送られてくるので大変便利
だ。老後のマネープランを組み立て
るうえでも、このねんきん定期便を
役立てない手はないだろう。

50歳未満か50歳以上かで 
内容が異なるねんきん定期便

　ねんきん定期便が届くときの年齢
が50歳未満なのか、50歳以上なのか
によって、その記載内容は異なる。
　50歳未満の人に届くねんきん定期
便には、現時点までに支払った年金
保険料に基づいた年金額が記載され
ている（図１）。一方、50歳以上の人
に届くねんきん定期便には、現時点
の状態のまま60歳（60歳以上の人は
現時点）まで年金加入を続け、60歳
（60歳以上の人は現時点）で年金加

入をやめた場合にもらえる年金見込

額が記載されている。
　いずれの場合も、加給年金などの
各種加算額や厚生年金基金の代行部
分などは表示されていない点、受給
時点で厚生年金に加入していない場
合の金額である点は注意が必要だ。

公的年金の加入状況がいつでも 
確認できる「ねんきんネット」

　インターネット上で利用できる「ね
んきんネット」（図２）では、登録す
れば以下のような公的年金に関する
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図１　ねんきん定期便の見本例（50歳未満の場合）
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これまで年金保険料をいくら支
払ったのかが記載されていま
す。厚生年金は事業主負担分を
除いた個人負担分のみです。

現時点までに支払った年金保険料に基づいた年金額
（年額）が記載されています。将来の年金保険料の払
い込みについては考慮されないため、年金加入歴が短
い人であればあるほど、この額は少なくなります。

現時点での国民年金、厚生年金の加
入期間が記載されています。国民年
金は種別ごとの内訳、厚生年金は民
間、公務員、私立学校の内訳が、最
後に合計が記載されています。
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　2018年５月１日に全面施行された改正確定拠出年金
（DC）法では、DC加入者への継続投資教育が配慮義務
から努力義務へと格上げされた。これによって投資教育
の重要性が再認識され、事業主の関心も高まりつつある。
　「人生100年時代」と呼ばれる昨今、DC導入企業では、
従業員に提供する投資教育において、「DC制度を含めた
老後の生活設計」が主軸に据えられることが多くなって
きた。そのような中で従業員に対し、老後の生活設計の

ベースになる「公的年金」がいくらくらいなのか把握で
きる「ねんきん定期便」と「ねんきんネット」について説
明するケースが増えているという。
　そこで今回は、公的年金の実務に詳しい特定社会保
険労務士の綱川揚佐氏に、「ねんきん定期便」と「ねんき
んネット」の見方や活用方法について解説していただ
く。今後の加入者への投資教育にぜひ役立てていただ
きたい。

さまざまな情報を確認できる。

・これまでの年金加入記録の確認
・年金見込額の試算
・持ち主不明記録の検索
・�ねんきん定期便などの通知書の確認
・国民年金の追納、後納の確認
・年金に関する届書の作成
・�年金に関する通知書の再交付申請　
　中でも、「年金見込額試算」ページ
にある、今と同じ労働条件で、60歳
まで公的年金に加入し続けた場合の
年金見込額が素早く試算できる「か
んたん試算」が便利だ（図３）。細か

い条件はさておいて、現時点での年
金見込額をざっくりつかみたいな
ら、「かんたん試算」で十分だろう。
　さらにねんきんネットでは、今後
の職業や見込み収入の変動を反映さ
せた金額をシミュレーションしてく
れる「質問形式で試算」、受給年齢の
繰り上げや繰り下げ、国民年金保険
料の後納制度なども反映してくれる
「詳細な条件で試算」も可能だ。こう
した機能を活用すれば、より正確な
年金見込額を把握できるだろう。
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　老後のマネープランの基本は、
「老後に必要な金額」と「将来もらえ
る予定の金額（公的年金など）」を把
握することだ。これがわかれば、そ
の差額である「自前で備えなければ
ならない金額」も見えてくる。
　ねんきん定期便やねんきんネット
は、将来の公的年金額が把握できる
重要アイテムだ。ぜひ従業員の方に
このアイテムのことを伝えていただ
き、老後の生活設計や今後のDC運
用において有効活用していただくこ
とを切に望みたい。�

図３　
ねんきんネットの
「年金見込額試算」ページの
見本例

公的年金の加入状況が現状
のまま60歳まで続いたと仮
定したとして受け取れる年
金見込額（月額）が表示され
ます。
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図２　
ねんきんネットのTOP画面
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